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A study on ball kicking performance of elite soccer players 

Mitsuhiro MATSUMOTO, Atsushi KANNO, Hiroshi AKIMA, 
Hiroyuki SUGIMORI, Shin-ya KUNO, Takahiko NISHIJIMA, 
Shigeru KATSUTA, Takehisa HAGIWARA and Riu MORIOKA 

The purpose of this study was to investigate the correlations of isokinetic leg extensional force, 

muscle cross-sectional area of kicking leg and motor skill performance of splinting, jumping and 

throwing with ball kicking perfomance in elite soccer players. 

The subjects were 20 Japanese and Korean elite soccer players who have been playing soccer 

more than 5 years. Initial velocity of ball kicking, isokinetic leg extensional force, muscle cross-

sectional area of right thigh using MR, average velocity of 30-m splint, distance of 5-step bound-

ing and backward-throwing distance of medicineball were measured. 

In the previous investigations, high degree of correlation (r =0.63, p <0.01) have been re-

ported between initial velocity of ball kicking and isokinetic leg extensional force. 

However, significant correlation coefficients of isokinetic leg extensional force and muscle 

cross-sectional area of leg with initial velocity of ball kicking were not obtained in this study. 

On the other hand, Iow correlations (r = 0.49,p < 0.05,r = 0.60,p <0.01) were statistically 

significant between initial velocity of ball kicking and distance of 5-step bounding as well as 

backward-throwing distance of medicine ball. 

From these results, it was supposed that factors as for ball kicking performance in elite soccer 

players was not associated only muscle power but also another physical fitness. 
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ボールの飛距離，3）正確性などの測定からキッ

クカを判定していると述べている（3）。

　強く，スピードのあるボールをキックするには，

体力要因として，筋パワー，特に蹴り脚の等速性

脚伸展力の関与が大きいことが浅見（4），浅見

ら（5）によって報告されている。また，浅見（4），

浅見ら（5）の研究に代表される従来の報告では，

座位姿勢で発揮される等速性脚伸展力とボール

キックにおけるボール初速度との問には統計的に

有意な相関関係が認められている。その結果，ボー

ルのキックカを規定する体力要因として，脚伸展

力の強さを挙げている。

　サッカー競技選手の等速性脚伸展力に関する研

究は，数多くなされてきており，日本代表選
手（7’1トユ3），日本リーグ選手（12113），大学サッカー

選手（ユ・6・8）など，わが国一流サッカー選手につい

ての報告がみられる。

　また，最近わが国の一流サッカー選手の大腿部

の筋横断面積についての報告がいくつかなされて

いる（5＾7）。しかし，ボールキックパフォーマン

スとこれらのパラメータとの関係に？いての検討

はなされていない。

　そこで本研究では，一流サッカー選手のボール

キックカを規定する体力要因を探るために，蹴り

脚の等速性最大脚伸展力，蹴り脚の大腿部の筋横

断面積，そしてフィールドテストによる走，跳，

投の基礎運動能力技能を測定し，それらとボール

初速度との関係について検討した。

皿．方　　法

A　被検者
　被検者は，過去5年以上にわたって専門的にト

レーニングを積んできた日本及び韓国の大学チー

ムに所属する一流サッカー選手，計20名（日本丁

大学チーム：9名，韓国S大学チーム：11名）であっ

た。両大学チームとも，それぞれの国内の大学リー

グ戦においてベスト4以上の成績をもつ競技レベ

ルにある。また，被検者の中には，日本代表選手

1名，日本B代表選手！名，オリンピック日本

代表侯補選手2名，韓国ユース代表選手4名，ユ

ニバーシアード韓国代表選手1名，韓国B代表

選手1名が含まれている。被検者の身体的特徴（年

齢，身長，体重）およびサッカー競技の経験年数

をTab1e．1に示した。

B　測定項目

　サッカー競技におけるボールキックは，その目

的によって，スピードのある（速い，強い）ボー

ルを蹴ること，遠くへ蹴ること，正確に蹴ること

に大別されるので，サッカー競技に基礎的に要求

される運動技能の1つであるボールキック技能

は，ボールスピード，蹴距離，正確性から構成さ

れると考えられる（3）。本研究ではこのうちのボー

ルスピードに着目し，ボールキックのパフォーマ

ンスとしてインステップキックによるボール初速

度を測定した。

　また，高松ら（9110）は，サッカー競技に限らず，

運動のパフォーマンスを規定する体力要因は，筋

パワー，筋力，持久力，柔軟性および調整力であ

ると定義している。

　そこで，インステップキックにおける運動特性

を考慮して，体力要因の中から筋パワーを取りあ

げ，蹴り脚の等速性最大脚伸展力を測定した。こ

れに加えて，等速性最大脚伸展力を発揮するため

の要因の1つである大腿部筋横断面積を測定し

た。また，インステップキックによるボールキッ

ク運動には，筋パワーの発揮に伴い，調整力も関

与していると考えられる。そこで，筋パワーの発

揮に伴って調整力が関与すると考えられる走，跳，

投の基本的運動能力技能をみるために，30m疾

走の平均速度，立ち5段跳びの跳躍距離，メディ

Tab1e1 Characteristics　of　subjects

ItemS

Tota1

（N＝20）

X　　SD

　Japan　　　　　Korea

（N＝9）　　（N＝11）

X　　SD　　X　　SD

Age（years）

Body　height（cm）

Body　weight（kg）

Playing　experience（years）

20．3±ユ．2

176．O±4，8

70．9±4．0

　9．5±2．9

21．O±O．9　　19．8±1．2

ユ75．5±5．6　176．5土4，3

70．1±4，8　　71．6±3，2

11．8土1．7　　7．6±2．0
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シンボールの後方遠投距離を測定した。

C　測定方法

a）ボール初速度

　各被検者に，全力でインステップキックを2回

ずつ行わせた。蹴り脚は被検者の利き脚（全員右

脚）とした。同時に右側方からビデオカメラを用

いて，毎秒60コマ，シャッター速度1／500秒で撮

影し，ボールキック運動およびキックされたボー

ルの運動を収録した。その際，遠近誤差を最小限

にするために，望遠レンズを装着したビデオカメ

ラを試技の位置より30mの地点に設置した。得ら

れた画像より，ビデオポジションァナライザーを

用いて，ボールの軌跡の座標値を求めた。これを

マイクロコンピュータに収録し，コンピュータ画

面上の座標値を実測値に換算し，インパクト直後

の最大ボールスピードを初速度（m／sec．）とし

て求めた。2回の試技のうち，ボール初速度の大

きい方の値を統計的分析に用いた。

b）筋ノ弍ワー

　右膝関節伸展時の等速性最大脚伸展力の測定に

は，Cybex皿を用いた。測定に用いた角速度は，

30，180，300deg．／sec、であった。試技は，各速

度で2回ずつ行わせ，記録の良い方を統計的分析

に用いた。

C）大腿部筋横断面積

　磁気共鳴装置（MR）により得られた右大腿部

の横断像により，全筋横断面積，伸筋である大腿

四頭筋，さらに大内転筋および薄筋を含む屈筋群

の横断面積を求めた。なお，測定法は久野ら（7）

の研究と同様に行った。

d）基礎運動能力技能

　30m疾走の平均速度は，1／ユ00秒単位で計測し

た30岬の全力疾走タイムをもとにして求めた。ス

タートはスタンディングの姿勢で行わせた。

　立ち5段跳びの跳躍距離は，両足を揃えた状態

から1歩目の踏切を行わせ，ついで片足を交互に

バウンディングさせて，5歩目を再び両足で着地

させることにより得た。

　メディシンボールの後方遠投距離は，4㎏の

メディシンボールを両手を用いて後方へ，できる

だけ遠くへ投げさせることにより得た。

　各測定項目とも，試技を2回ずつ行わせ，記録

の良い方を統計的分析に用いた。

D　統計的方法

　ボール初速度の信頼性は，テストー再テスト

法により求めた。各測定の項目とも，日本，韓国

および両国の合計に分けて，それぞれの平均値，

標準偏差値，変動係数を算出した。ボールキック

パフォーマンスと体力要因との関連性を検討する

ために，ボール初速度と等速性最大脚伸展力，大

腿部筋横断面積および走，跳，投の各基礎運動能

力技能との間の相関を求めた。

皿．結　　果

　インステップキックによって得られたボール初

速度の信頼性係数は，0，955と非常に高いもので

あった。

　ボールキックにおけるボール初速度，右大腿部

の筋横断面積，右脚の等速性最大脚伸展力および

走，跳，投の基礎運動能力技能の測定結果を

Table．2に示した。

　日韓両大学の合計でみるとボール初速度の平均

値は27．0±1，2m／sec．であった。また，等速性最

大脚伸展力の平均値は，30deg／sec．では275．1±

48．2Nm，180deg．／sec．では147．7±28．8Nm，

300deg．／sec．では102．8±25．4Nmであった。大腿

部全筋の横断面積の平均値は206．3±18．7cm2，

伸筋群の横断面積の平均値は118．6±8．0cm2，屈

筋群の横断面積の平均値は83．9±11．3cm2であっ

た。

　また，30m疾走の平均速度の平均値は6．8±

0．2m／sec．，立ち5段跳びの跳躍距離の平均値は

12．4±O．9m，メディシンボールの後方遠投距離

の平均値は11．2±1．7mであった。

　ボール初速度と各測定項目との相関係数を

Tab1e．3に示した。ボール初速度と3種の角速度

における等速性最大脚伸展力および大腿部筋横断

面積（全筋横断面積，伸筋群および屈筋群筋横断

面積）との間には，いずれも統計的に有意な相関

関係は得られなかった。一方，基礎運動能力披能

については，ボール初速度と30m疾走の平均速度

との間には，有意な相関関係は認められなかった

が，立ち5段跳びの跳躍距離（r：O．490，p＜O．05）

およびメディシンボールの後方遠投距離（r＝

0，599，p＜0．01）との間には，いずれも有意な

相関関係が認められた。

v．考　　察

　これまでの報告において，ボールキック運動に

おけるボール初速度と等速性最大脚伸展力との間
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Table2 Means，standard　deviations　and　coefficients　of　variation　of　measurement　items

Measurement　Items
　　Tota1　　　　　　　　　　Japan　　　　　　　　　　Korea

X　　　　SD　　CV　　　X　　　　SD　　CV　　　X　　　　SD　　CV

Initial　ve王ocity　of　ba11kicking（m／sec．）

Isokinetic1eg　extentiona1force（Nm〕

　　30deg．／sec．

　180deg．／sec．

　300deg．／sec．
Muscle　cross－sectiona1area　of　thigh（cm2）

　A1l　muscle

　Extensiona1musc1e　group

　Flexional　muscle　group

Average　velocity　of30－m　sp1int（m／sec．）

Distance　of5－step　bounding（m）

Backward－throwing　distance　of

　medicine　ba11（m）

27．O±　1．2

275．1±48．2

147．7±28．8

ユ02．8±25．4

206．3土18．7

1ユ8．6±　8，0

83．9±11．3

　6．8±O．2

12．4±　0．9

ユ1．2±ヒ　ユ．7

4．4

17，5

19，5

24．7

9，1

6．7

ユ3．5

2．9

7，3

15．2

27．5±　1．O

283．3±47．3

156．工±34．8

103．7±18．4

2ユO．7±19．1

115．2±　9，0

92．O士16．6

　7．O±0．ユ

ユ2．9＝ヒ　O．6

ユ2．2＝ヒ　1．3

3．6

16，7

22．3

ユ7．7

9．1

7．8

ユ8．0

1．4

4，6

10．7

26．7±　ユ．4

266．9士28．3

139．2±23．4

ユO1．9±21．8

201．8±18．3

122．O±　8，0

75．7±　9．4

　6．8±O．2

12．Oニヒ　O．9

10．3±　ユ．5

5．2

ユ0，6

16，8

21．4

9．1

6，6

12．4

2．9

7，5

14．6

Tab1e3 Corre1ation　coefficients　between　initia1
ve1ocity　　of　ba1l　kicking　　and　　another

measurement　resu1ts　in　this　study

Initia1ve1ocity　of　bal1kicking　vs

Isokinetic1eg　extentional　force

　　30deg．／sec．　　　　　　　　　O．058
　　180deg．／sec．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．297

　300deg．／sec．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．328

Musc1e　cross－sectional　area　of　thigh

　AH　muscle　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．219

　Extensional　mucsle　group　　　　　　　　　　　O．122

　Flexiona1muscle　group　　　　　　　　　　　　　　0，251

Average　ve1ocity　of30－m　splint　　　　　　　　　　0，373

Distance　of5－step　bounding　　　　　　　　　　　　O．490＊

Backward－throwing　distance　of　medicine　bal1　　0，599＊＊

N＝20　＊＝p＜O．05，　＊＊：p＜O．O1，

に有意な相関関係が存在する（4’5）ことにより，本

研究ではボール初速度と等速性最大脚伸展力及び

大腿部筋横断面積との間には有意な相関関係が得

られるとの仮説を設けた。なぜならば，等速性最

大脚伸展力と大腿部筋横断面積との問には有意な

相関関係が認められているためである（617）。しか

し，本研究ではボール初速度とこれらの測定項目

との間に有意な相関関係は認められず，浅見（4），

浅見ら（5）の報告と矛盾する結果を示した。

　これらの報告と本研究における最も大きな相違

点は，被検者の競技レベルである。前述の研究で

上級のパフォーマンスを示す群として用いられた

被検者は，関東大学サッカーリーグ2部チームに

所属している選手であった。加えて，被検者間の

競技レベル差も本標本に比べて大きかったと推察

される。本研究では日本の大学チームのレギュ

ラー選手に加え，現在アジアでNo．1といわれて

いる韓国の大学チームのレギュラー選手のみを被

検者群として用いていること，および日韓両国代

表クラスの選手を含んでいることなどを考慮する

と、被検者の競技レベルはこれまでの報告に比べ

て高いと推察される。また，Tab1e2に示したボー

ル初速度の変動係数が，日韓両大学の合計でみる

と4．7であったことを考慮すれば，本研究の被験

者はボールキックカに関する限り等質集団であっ

たと考えられる。

　したがったて，競技レベルが低い場合，あるい

は被検者間の競技レベルが均一でない集団で，等

速性最大脚伸展力および大腿部筋横断面積はボー

ルキック運動におけるボール初速度を規定する重

要な要因になると考えられるが，高い競技レベル

を持った等質の集団では，必ずしもそれを規定す

る要因にはならないことが推察される。

　一方，本研究では立ち5段跳びおよびメディシ

ンボール後方遠投の成績とボール初速度との聞に

有意な関係が認められた。この結果は興味深い。

身体運動では，調整力が運動スキルに影響を及ぼ

すと考えられている。立ち5段跳びあるいはメ

ディシンボール後方遠投の成績には，筋パワーの

発揮とともに調整力も大きく関与していると考え
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られる。このことは，ボールキック運動において

も同様である。したがって，立ち5段跳びあるい

はメディシンボール後方遠投の成績と，ボール初
速度との間に有意な相曲関係が成立したのも，一

つには両者に共通して要求される調整力の優劣が

関与しているものと推察される。

　浅見ら（5）は，ボールキック運動におけるボー

ル初速度を規定する要因の一つとして，ボール

キックの技術的要因である“ボールキックスキル”

をあげている。本研究では，ボールキックにおけ

る蹴り脚の大腿部筋横断面積あるいは等速性最大

脚伸展力が，キックパフォーマンスに及ぼす影響

は小さいことが認められた。このことは，このよ

うな高い競技レベルをもった等質の集団のキック

カには，体力要因のほかに技術的要因も大きく関

与していることを示唆するものと考えられてい

る。しかし，この点については，今後の検討が必

要である。

V．まとめ
　日本及び韓国の大学一流サッカー選手を用い

て，ボールキック運動におけるボール初速度を規

定する要因を体力的なパラメータから検討した結

果，これまでの報告とは異なり，ボール初速度と

等速性最大脚伸展力あるいは大腿部筋横断面積と

の間には有意な相関関係が認められなかった。こ

の原因としては，本研究で用いた被検者が高いレ

ベルの競技歴を持った等質の集団であったことが

考えられた。

　　　　　　引用・参考文献
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